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（１）平成2４年度被害・捕獲実績等報告事項について

① 鳥獣被害発生状況について

平成24年度は、平成5年度以来、初めて3億円を下回った。

対策本部を設置して、集落環境対策（重点集落・環境対策）、予防対策（柵の設
置）、捕獲対策（一斉捕獲）等に取り組んだ効果が出てきたのではないか。
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鳥獣被害金額（総額）の推移

農業被害 林業被害 その他被害

百万円

単位：百万円

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

被害額 456 491 501 396 383 387 340 322 313 346 313 287

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

被害額 259 263 263 176 155 189 152 141 149 192 169 150
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イノシシによる被害金額の推移百万円
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シカによる被害金額の推移
百万円

単位：百万円

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

被害額 73 94 129 90 87 115 102 87 90 81 67 72

単位：百万円
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② 捕獲実績について

イノシシ H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

狩猟 9,217 9,172 13,297 14,823 12,660 14,890 10,111 8,294
有害捕獲 2,595 4,218 4,446 5,299 5,885 11,288 11,204 14,290

計 11,812 13,390 17,743 20,122 18,545 26,178 21,315 22,584

※横ばい傾向

0

10,000

20,000

30,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

イノシシの捕獲頭数の推移 有害捕獲 狩猟頭

単位：頭

30,000

シカの捕獲頭数の推移 有害捕獲 狩猟
頭

単位：頭
シ カ H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

狩猟 5,152 5,606 6,574 8,734 6,966 7,612 5,621 7,499
有害捕獲 1,838 2,409 3,085 4,176 12,757 16,039 22,190 23,098

計 6,990 8,015 9,659 12,910 19,723 23,651 27,811 30,597
※年々増加

単位：頭
0

10,000

20,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

単位：頭

狩猟 有害捕獲 合計 狩猟 有害捕獲 合計

東部局 169 4,381 4,550 154 4,039 4,193
中部局 2,285 1,179 3,464 2,146 2,029 4,175
南部局 90 1,352 1,442 143 7,785 7,928
豊肥局 1,616 1,446 3,062 1,605 2,947 4,552
西部局 1,262 1,696 2,958 644 1,876 2,520
北部局 2,435 4,236 6,671 2,470 4,422 6,892
県外者 437 － 437 337 － 337
H24計 8,294 14,290 22,584 7,499 23,098 30,597

平成２４年度 振興局別イノシシ・シカ捕獲頭数

イノシシ シ カ
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イノシシの振興局別捕獲頭数（H23とH24比較）

単位：頭
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H23 H24

頭

イノシシ 東部 中部 南部 豊肥 西部 北部 県外 合計

H23 4,796 4,754 895 4,782 2,303 3,216 569 21,315

シカの振興局別捕獲頭数（H23とH24比較）

単位：頭
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東部 中部 南部 豊肥 西部 北部

H23 H24頭

シカ 東部 中部 南部 豊肥 西部 北部 県外 合計

H23 3,927 3,573 9,121 2,577 2,757 5,413 443 27,811

H23 4,796 4,754 895 4,782 2,303 3,216 569 21,315

H24 4,550 3,464 1,442 3,062 2,958 6,671 437 22,584

シカ 東部 中部 南部 豊肥 西部 北部 県外 合計

H23 3,927 3,573 9,121 2,577 2,757 5,413 443 27,811

H24 4,193 4,175 7,928 4,552 2,520 6,892 337 30,597

イノシシ 東部 中部 南部 豊肥 西部 北部 県外 合計

H23 4,796 4,754 895 4,782 2,303 3,216 569 21,315

H24 4,550 3,464 1,442 3,062 2,958 6,671 437 22,584
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（２）集落環境対策

① 重点集落位置図 （H2５.7.1現在）

平成２３年度指定： ①～⑰ １７か所
平成２４年度指定： ２４か所
平成２5年度指定： ９か所

③

⑰

①

②

④
⑪ ⑬

⑭

⑯

⑮
㉜

⑳

⑲

⑱
㉘

㉙

㉚

㊴

㊳㊵㊶
㊲㉞

㉝

㉟

㊱

㊷～㊿
⑱～㊶

㊷

⑦ ⑧
⑨

⑥

⑤

⑩

⑫
⑭

㉗

㉖

㉔
㉕

㉑

㉒
㉓

㉚

㉛

㊼

区分 支援段階 集 落 支 援 の 状 況 （内容） 備考

① 支援導入段階 農業者等への被害状況聞き取り、集落との接触

② 準備調整段階 集落支援に向けた事前調整、集落支援準備 地区候補

③ 状況把握段階 集落説明会・学習会の開催、被害状況マップの作成等 地区指定

④ 対策実施段階 総合的な被害対策の実施支援(防護柵の設置指導等)

⑤ 自立支援段階 集落自らが捕獲対策等の被害対策を実践 自立に向けた支援

集落毎の支援レベル(目安）

区分 支援段階 集 落 支 援 の 状 況 （内容） 備考

① 支援導入段階 農業者等への被害状況聞き取り、集落との接触

② 準備調整段階 集落支援に向けた事前調整、集落支援準備 地区候補

③ 状況把握段階 集落説明会・学習会の開催、被害状況マップの作成等 地区指定

④ 対策実施段階 総合的な被害対策の実施支援(防護柵の設置指導等)

⑤ 自立支援段階 集落自らが捕獲対策等の被害対策を実践 自立に向けた支援

集落毎の支援レベル(目安）

①被害ゼロの実現 ②捕獲対策の実施 ③改善活動被害ゼロモデル地区
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② 今年度の重点集落の取扱い（案）

（１）平成２４年度に被害ゼロを実現した重点集落は１６地区（一部侵

入されたが、柵等を改善済みで実質的には被害ゼロは２地区）。

（２）このうち、①被害ゼロを達成（措置済みを含む）、②自ら捕獲対

策を実施、③カイゼン活動への取り組みを行い、支援をしなくて

ともよい状態となっている集落（１２地区）を「被害ゼロモデル

地区」とする。今後は、現地対策本部と連携を取り、他の重点集

落の研修視察の受け入れ等を行うこととする。（卒業）

（３）平成２５年度は、卒業１２地区、新規９地区となり、合計３８地

区の重点集落を支援。

③ 平成２５年度重点集落の取組方針

（１）被害ゼロを実現している集落への先進地研修を現地対策本部毎に

実施する。

（２）平成２４年度地区を中心に、狩猟免許取得を促進する。

（３）平成２４年度地区を中心に、ワイヤーメッシュ柵等の設置方法の

カイゼン活動を引き続き行う。

（４）平成２４年度地区を中心に、草刈り等柵の環境対策を推進する。

（５）重点集落以外であっても、補助事業で柵を設置する集落について

は、研修会を開催する。

（６）鳥獣被害対策アドバイザーの活用等を推進する。
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鳥獣被害現地対策本部選定の重点地区取組状況（H23選定地区）

2013/7/1 現在

年度 局 番号 重点地区名
被害の
推 移

捕獲対策 特徴的な取組
支援

レベル

① 別府市天間
あ ま ま

地区 減
狩猟者 １
取得推進・猟友会
と連携

シカ対策としてネットで
嵩上げ

4

② 杵築市大鴨
おおかもがわ

川地区 無 狩猟者 １
ワイヤメッシュ柵の折り
返し施工に取り組む

卒

③ 国東市国見町畑
はた

地区 無
囲いわな設置
狩猟者 ２

シカ対策として柵上部に
有刺鉄線を施工

卒

④ 日出町中山
なかやま

地区 無 狩猟者 ３
竹田市・九重町などから
の視察受入れ

卒

⑤ 大分市野津原町上詰
かみづめ

地区 無
狩猟者４名
(新規に２名)

暗視カメラによるイノシ
シの行動調査

卒

⑥ 大分市野津原町湛水
たまりみず

地区 無
狩猟者２名
（再開）

ワイヤ－メッシュの補強
と嵩上げ

4

⑦ 佐伯市直川横川
よこがわ

地区 無 狩猟者4名
集落応援隊を活用した柵
の設置

4

⑧ 佐伯市大越
おおこえ

地区 無 狩猟者5名
小規模集落応援隊と緩衝
帯の草切り

5

⑨ 竹田市中角
なかつの

地区 無 狩猟者 ４名
一年中、電気柵に通電す
ることで被害がゼロ

卒

⑩ 豊後大野市朝地町北平
きたひら

地区 減
無(免許の必要
性は感じてい
る)

隣接地区と協同で柵の管
理を実施

3

⑪ 日田市熊ノ尾
く ま の お

地区 減
狩猟者 5名
内新規 2名

花火での追い払い
（柵の一部が豪雨で被災）

4

⑫ 日田市天瀬町本城
ほんじょう

地区 無
狩猟者 1名
取得推進

柵の点検・修理をこまめ
に行っている

卒

⑬ 玖珠町長小野
な が お の

地区 無
狩猟者 1名
取得推進

独自で勉強会を実施 4

⑭ 九重町中須
な か す

地区 無
狩猟者 2名
取得推進

イノシシ柵の上部に、シ
カネットを設置

卒

⑮ 中津市三光上深水
かみふこうず

地区
減

(改善済)

狩猟者 2名
取得推進

集落営農組織により、協働
で環境整備を実施。初期に
被害があったが柵を補強後
は被害ゼロ

卒

⑯ 宇佐市院内町宮原
みやばる

地区 無
狩猟者 1名 柵の地際の管理に工夫を

凝らしている
卒

⑰ 豊後高田市畑
はた

地区
減

(改善済)

狩猟者 1名
取得推進

雑木の伐採等環境対策に
積極的。一か所侵入が
あったが柵を補強済み。

卒

17地区 12 16 10 10合計

H
2
3
～

東
部

中
部

南
部

豊
肥

西
部

北
部
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鳥獣被害現地対策本部選定の重点地区取組状況（H24選定地区）

2013/7/1 現在

年度 局 番号 重点地区名
被害の
推 移

捕獲対策 特徴的な取組
支援

レベル

⑱ 別府市内竈
うちかまど

地区 減 無 4

⑲ 杵築市石丸
いしまる

地区 減 狩猟者 3
獣害対策啓発資料を全
戸に配布

4

⑳ 日出町法花寺
ほ っ け じ

地区 減
無

（取得推進）
4

㉑ 由布市湯布院町幸
こう

野
の

地区 無 狩猟者３名
柵設置時に最適ルート
を選び、効率化を図る

卒

㉒ 臼杵市野津町平野
ひ ら の

地区 無 無 4

㉓ 津久見市千怒
ち ぬ

地区 減 狩猟者２名
サル被害防止の取組
「猿落君」の設置

4

㉔ 佐伯市黒沢
くろさわ

地区 減 無 4

㉕ 佐伯市市福所
い ち ぶ せ

地区 無 無 4

豊
肥

㉖ 竹田市直入町梶屋
か じ や

地区 やや減 狩猟者 3
柵（16km）と管理道の
設置、他地区の視察研修 3

㉗ 豊後大野市清川町中野
な か の

地区 やや減
狩猟者 2
内1名は新規

金網柵のかさ上げ（シカ
対策）とシカ捕獲(7頭) 4

㉘ 玖珠町倉ヶ峠
く ら が と う

地区 激減
狩猟者 1名
取得推進

4

㉙ 玖珠町小
こ

場
ば

地区 横ばい
無（取得推進）
シカ誘導柵設置 3

㉚ 九重町柿木
かきのき

原
ばる

地区 無
狩猟者 1名
取得推進

既存の構造物を利用し
た柵を設置。更に隣接
集落も含めた柵を設置

卒

㉛ 九重町田代
た し ろ

地区 横ばい
狩猟者 1名
（新規）

4

㉜ 中津市三光小袋
おぶくろ

地区 (不明) 狩猟者 3名 4

㉝ 中津市耶馬溪町上
かみ

福土
ふくつち

地区 (不明) 狩猟者 3名 4

㉞ 中津市山国町倉谷
くらたに

地区 (不明) 狩猟者 1名 4

㉟ 豊後高田市来縄
く な わ

雲
くも

林
ばやし

地区 減
狩猟者 2名
取得推進

4

㊱ 豊後高田市上
かみ

香々地
か が ち

減
狩猟者 3名
内1名は新規

4

㊲ 宇佐市院内町納持
の う じ

地区 減
無
猟友会に依頼

ヒコバエのすき込みチ
ラシの配布

4

㊳ 宇佐市院内町斉藤
さいとう

地区 減 狩猟者 2名
ヒコバエのすき込みチ
ラシの配布

4

㊴ 宇佐市院内町了戒
りょうかい

地区 減 狩猟者 2名
ヒコバエのすき込みチ
ラシの配布

4

㊵ 宇佐市院内町月俣
つきのまた

下
しも

地区 減 狩猟者 2名
ヒコバエのすき込みチ
ラシの配布

4

㊶ 宇佐市院内町月俣
つきのまた

上
かみ

地区 減 狩猟者 2名
ヒコバエのすき込みチ
ラシの配布

4

２４地区 4 17 2 2合計

H
2
4
～

北
部

南
部

西
部

東
部

中
部
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単位：戸数、ｈａ

戸数 農家戸数 耕地面積 作目
190 23 31水稲、大豆

集落営農 狩猟者 追い払い 被害の推移 柵設置
有 4 有 増 なし

特記事項

行動計画
藪の草刈り
防護柵の点検
狩猟免許取得の促進
捕獲の実
東部地域

戸数 農家戸数 耕地面積
91 91 30

集落営農 狩猟者 追い払い 被害の推移 柵設置
有 ３人 有 減 H23･24

特記事項

行動計画

平成２４年度に県の実証事業でシカネットを１ｋｍ設置し、
くくりわなによる捕獲を実施している。これまでシカ６頭、
イノシシ４頭を捕獲している。３枚２反の圃場で水稲の作
付けが復活し、耕作意欲の喚起につながった。平成２５
年度から３年計画で３ｋｍの金網柵を設置する予定であ
る。

鳥獣被害現地対策本部新規選定重点地区

㊸国東市安岐町両子地区 加害獣 イノシシ・シカ
作目

水稲、いも類

加害獣

農地の背後地が山で谷筋に農地が展開している地形
上、ｲﾉｼｼの出現が多く、年々被害が増大している。
今までは個人ごとに電気柵を設置してきたが、より効果的
に防護するため、集落全体の取り組みとして平成25年度
から金網柵を設置する予定である。

㊷杵築市奈多地区 イノシシ

行動計画
藪の草刈り
防護柵の点検
狩猟免許取得の促進

戸数 農家戸数 耕地面積
159 43

集落営農 狩猟者 追い払い 被害の推移 柵設置
無 ４人 有 減 H24

特記事項

行動計画
藪の草刈り
防護柵の点検
狩猟免許取得の促進

戸数 農家戸数 耕地面積
57 36 41ha

集落営農 狩猟者 追い払い 被害の推移 柵設置
有 3名 減少傾向 H24

特記事項
・昨年度、市単独事業によりワイヤーメッシュ柵

を一部設置したが、集落を完全に囲めていない
ため、被害の恐れが残っている。

・集落は高齢化が顕著であるが、リーダーとなる
べき人材が豊富で、戦う集落に適している。

行動計画
・勉強会や柵設置の検討会を継続する。

加害獣

東部地域鳥獣被害集落対策ＰＴチ－ム連携

㊺ 由布市平石地区 加害獣 イノシシ・シカ

捕獲の実施

捕獲の実施

イノシシ・シカ

平成２４年度に２．８ｋｍのイノシシ用の金網柵を設置した
が、シカが最近出没しており、シカ被害も想定して対策を
する必要がある。

東部地域鳥獣被害集落対策ＰＴチ－ム連携

作目
水稲、梨

水稲、大豆、白ネギ
作目

㊹日出町赤松地区

・勉強会や柵設置の検討会を継続する。
・昨年度設置したワイヤーメッシュ柵の維持管理

に係る診断・研修を実施する。
・電柵の設置方法についても診断・指導を実施

する。
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単位：戸数、ｈａ

戸数 農家戸数 耕地面積
23 23 17.7

集落営農 狩猟者 環境対策 被害の推移 柵設置
0 1 有 - H24

特記事項

行動計画
藪の草刈り
防護柵の点検

戸数 農家戸数 耕地面積
21 21 8.3

集落営農 狩猟者 環境対策 被害の推移 柵設置
無 0 有（草刈） 減 Ｈ２４

特記事項

行動計画

ワイヤーメッシュ柵を山際の水路の内側に設置すること
により、イノシシの掘り起しによる侵入を防いだ。

鳥獣被害現地対策本部新規選定重点地区

㊽ 日田市岩美町岩下 加害獣 イノシシ・シカ

㊾ 玖珠町杉河内地区 加害獣 イノシシ・シカ
作目
水稲

作目
水稲

金網柵をＨ24に設置し、Ｈ25からは被害が軽減させると
予想される。

行動計画
藪の草刈り
防護柵の点検
狩猟免許取得の促進

戸数 農家戸数 耕地面積
18 18 10.9

集落営農 狩猟者 環境対策 被害の推移 柵設置
無 2 H25

特記事項

行動計画

藪の草刈り
防護柵の設置・点検
狩猟免許取得の促進

戸数 農家戸数 耕地面積

集落営農 狩猟者 追い払い 被害の推移 柵設置

特記事項

行動計画

本年度、防護柵を設置し被害防止を図る。

加害獣
作目

㊿ 九重町黒猪鹿地区 加害獣 イノシシ・シカ
作目
水稲
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H25. 7. 1 現在

（東部振興局）

先進地視察先

④ ④ ⑤ 受入れｏｋ

先進地視察先

④ ⑤ 受入れｏｋ

先進地視察先

④ ⑤ 受入れｏｋ

先進地視察先

④ ⑤ 受入れｏｋ

④ ⑤

④ ⑤

④ ⑤

③

３）平成２５年度各振興局別の重点集落の指導方針

H23 H24 H2５ 備 考重点地区名

①別府市天間地区

②杵築市大鴨川地区

③国東市国見町畑地区

④日出町中山地区

H26
被害ゼロモデル地区
を目指す
H26
被害ゼロモデル地区
を目指す

新規重点集落

H26
被害ゼロモデル地区
を目指す

⑱別府市内竈地区

⑲杵築市石丸地区

⑳日出町法花寺地区

㊷杵築市奈多地区

被害ゼロ

モデル地区

被害ゼロ

モデル地区

被害ゼロ

モデル地区

④

③

4地区 7地区 7地区

平成２５年度の活動方針

新規重点集落

集落環境対策
①平成２５年度に３地区を被害ゼロモデル地区に認定し、地域内の先進集落として８～９月に

研修会を開催する。
②重点集落の役員等に鳥獣害対策アドバイザー養成研修への積極的な参加を進めると共に、地域

内のアドバイザーと連携をとり、鳥獣害防止に努める。
③視察研修の受け入れなど地域内外へ情報を発信する。
④鳥獣対策を支援する東部地域鳥獣被害集落対策プロジェクトチ－ムと連携して、きめ細かい

取り組みを実施する。
予防対策

⑤新規に防護柵を設置、追加する集落については、事前に研修会等を開催し、適正な柵設置を
推進する。

⑥防護柵の環境整備、保全管理については現地巡回等で指導すると共に、他地域の優良事例など
を取り入れ柵の改善を進める。

捕獲対策
⑦全重点集落を対象に狩猟免許の取得を推進する。
⑧各市町・各市町猟友会と連携し、東部地域内の一斉捕獲を実施する。

獣肉利活用対策
⑨重点地区内で、ジビエ料理の試食等を実施し、交流を図り、地域外へ消費拡大のＰＲを実施

する。（１～２地区）
その他

⑩重点地区の取り組みについて、ケ－ブルテレビ等で広報活動を積極的に実施し、鳥獣対策に
ついての意識の向上を図る。

新規重点集落

10地区

㊸国東市安岐町両子地区

㊹日出町赤松地区
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H25. 7. 1 現在
（中部振興局）

先進地視察先

④ ⑤ 受入れｏｋ

④ ④ ⑤

④、⑤

④ ④

④ ④

④

サル対策を中心に
改善を検討

新規重点集落㊺由布市 庄内町 平石
ヒライシ

地区

H23 H24 H2５ 備 考重点地区名

⑤大分市 上詰
カミヅメ

地区

⑥大分市 堪
タマリ

水
ミズ

地区

㉑由布市 湯布院町 幸
コウ

野
ノ

地区

㉒臼杵市 野津町 平野
ヒラノ

地区

㉓津久見市 千怒
チヌ

地区

被害ゼロ

モデル地区

被害ゼロ

モデル地区

2地区 5地区 4地区

平成２５年度の活動方針

①平成２５年度に２地区を被害ゼロモデル地区に認定し、地域内の先進集落として１０月頃に研修会
を開催する。

②全重点集落を対象に狩猟免許の取得を推進する。

③現在設置している防護柵について、設置状況の確認を行い、維持・管理に関する指導を行う。
状況により、柵の追加設置が必要かどうかの検討を行う。

④防護柵の環境整備、保全管理については現地巡回等を行うと共に、他地域の優良事例などの情報
提供をお行うことにより、施設の維持・管理体制の確立を進める。

⑤重点集落の役員等に鳥獣害対策アドバイザー養成研修への積極的な参加を進めると共に、地域内
のアドバイザーと連携をとり、鳥獣害防止に努める。

⑥集落内の狩猟免許保持者を中心に、箱わな等の効率的捕獲対策を推進する。また、集落の状況に
応じて、狩猟免許の新規取得者の確保を進める。

6地区
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H25. 7. 1 現在
（南部振興局）

③ ④ ④

③ ④ ⑤

③ ④

③ ④

①

⑦佐伯市直川
ナオカワ

横川
ヨコカワ

地区

⑧佐伯市大越
オオコエ

地区

㉔佐伯市黒沢
クロサワ

地区

㉕佐伯市市
イチブセ

福所地区

㊻佐伯市宇目
ウメ

（現在未定）

H23 H24 H2５ 備 考重点地区名

H26
被害ゼロモデル地区
を目指す

新規重点集落を
目指す

5地区 2地区 4地区 5地区

平成２５年度の活動方針

①平成２５年度に１地区の集落の自主的活動を確立し、平成２６年度の被害ゼロモデル地区を
目指す。

②全重点集落を対象に狩猟免許の取得を推進する。

③新規に防護柵を設置、追加する集落については、事前に研修会等を開催し、適正な柵設置を推進
する。

④防護柵の環境整備、保全管理については現地巡回等で指導すると共に、他地域の優良事例などを
取り入れ柵の改善を進める。

⑤重点集落の役員等に鳥獣害対策アドバイザー養成研修への積極的な参加を進めると共に、地域内
のアドバイザーと連携をとり、鳥獣害防止に努める。

⑥鳥獣害対策について要望のあがっている佐伯市宇目の集落に対して、鳥獣害対策に関する説明会や地区
の集会などを通じて「戦う集落」への移行を目指す。
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H25. 7. 1 現在
（豊肥振興局）

③ ⑤

③ ③ ④

③ ④

④ ⑤

③

⑨竹田市中角
ナカツノ

地区

⑩豊後大野市北
キタ

平
ビラ

地区

㉖竹田市梶
カジ

屋
ヤ

地区

（中央協定集落）

㉗豊後大野市中野
ナカノ

地区

H23 H24 H2５ 備 考重点地区名

新規重点地区を1地
区検討中

㊼竹田市

被害ゼロ

モデル地区

2地区 4地区 4地区

平成２５年度の活動方針

①平成２５年度に1地区（中角地区）を被害ゼロモデル地区に認定し、特に電気柵設置の先進集落として
研修会を開催する。

②全重点地区を対象に狩猟免許の取得を推進する。

③新規に防護柵を設置する集落については、事前に勉強会・現地検討会等を開催し、適正な柵設置を
推進するとともに、特に管理の重要性を集落住民全員で共有するよう努める。

④防護柵の環境整備、管理については現地巡回等で指導すると共に、他地域の優良事例などを取り入れ
柵の改善を進める。

⑤重点地区の役員等に鳥獣害対策アドバイザー養成研修への積極的な参加を進めると共に、地域内の
アドバイザーと連携をとり、鳥獣害防止に努める。

5地区
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H25. 7. 1 現在
（西部振興局）

豪雨被害を受けた柵の

④ ④ ⑤ 復旧・管理を目指す

重点地区からの卒業

④ ⑤

④ ④ ⑤

重点地区からの卒業

④ ⑤

④ ⑤

③ ④

重点地区からの卒業

⑤

重点地区名 H23 H24 H2５ 備 考

⑪日田市熊
クマ

ノ尾
オ

地区

⑫日田市天瀬
アマガセ

町
チョウ

本城
ホンジョウ

地区

⑬玖珠町長
ナガ

小野
オノ

地区

⑭九重町中須
ナカス

地区

㉘玖珠町倉
クラ

ヶ峠
トウ

地区

㉙玖珠町小場
コバ

地区

㉚九重町柿
カキ

ノ木
キ

原
バル

地区

被害ゼロ

モデル地区

被害ゼロ

モデル地区

被害ゼロ

モデル地区⑤

④ ⑤

④

④

③

4地区 8地区 8地区

平成２５年度の活動方針

11地区

①防護柵周辺の草刈りなどの維持管理については現地巡回等で指導し、他地域の優良事例などを取り入れ、柵
の改善を進める。

②今年度新規に防護柵を設置、追加する集落については、適正な柵設置のため、事前に研修会等を開催する。

③全ての重点集落において、狩猟免許の取得促進を図る。

④重点集落の住民に、鳥獣害対策アドバイザー養成研修への積極的な参加を勧め、地域内のアドバイザーと連携
し、鳥獣害防止に努める。

㉛九重町田代
タシロ

地区

㊿九重町黒
クロ

猪
イ

鹿
ガ

地区 新規重点集落

㉚九重町柿ノ木原地区

㊾玖珠町杉河内
スギカワチ

地区 新規重点集落

㊽日田市岩美町
イワミチョウ

岩下
イワシタ

地区 新規重点集落

モデル地区
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H25. 7. 1 現在
（北部振興局）

④ ⑤

④ ⑤

④ ⑤

④ ⑤

④ ⑤

④ ⑤

④ ⑤

H23 H24 H2５ 備 考

㉝中津市耶馬溪町上
かみ

福土
ふくつち

地区

㉞中津市山国町倉谷
くらたに

地区

㉟豊後高田市来縄
くなわ

雲
くも

林
ばやし

地区

重点地区名

⑮中津市三光上深水
かみふこうず

地区

⑯宇佐市院内町宮原
みやばる

地区

⑰豊後高田市畑
はた

地区

㉜中津市三光小袋
おぶくろ

地区

H26
被害ゼロモデル地区
を目指す

H26
被害ゼロモデル地区
を目指す

被害ゼロ

モデル地区

被害ゼロ

モデル地区

被害ゼロ

モデル地区

④ ⑤

④ ⑤

④ ⑤

④ ⑤

④ ⑤

④ ⑤

3地区 13地区 10地区

平成２５年度の活動方針

① 全重点集落を対象に狩猟免許の取得を推進する。

② 新規に防護柵を設置、追加する集落については、事前に研修会等を開催し、適正な柵設置を推進する。

③ 防護柵の環境整備、保全管理については現地巡回等で指導すると共に、他地域の優良事例などを取り入れ
柵の改善を進める。

④ 重点集落の役員等に鳥獣害対策アドバイザー養成研修への積極的な参加を進めると共に、地域内の
アドバイザーと連携をとり、鳥獣害防止に努める。

13地区

㊱豊後高田市上
かみ

香々地
かかじ

地区

㊵宇佐市院内町月
つきの

俣
また

下
しも

地区

㊶宇佐市院内町月
つきの

俣
また

上
かみ

地区

㊲宇佐市院内町納
のう

持
じ

地区

H26
被害ゼロモデル地区
を目指す

㊳宇佐市院内町斉藤
さいとう

地区

㊴宇佐市院内町了戒
りょうかい

地区

アドバイザーと連携をとり、鳥獣害防止に努める。
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（講 師）

近畿中国四国農業研究センター 計画

鳥獣害研究チーム 160 20

江口 祐輔氏・上田 弘則氏 実績

190

近畿中国四国農業研究センター

鳥獣害研究チーム

江口 祐輔氏・上田 弘則氏 160 30

財団法人自然環境研究センタ-

上席研究員 青木 豊氏

160 30

※交付金による事業実施される集落代表者の参加においては、必須、選択は問いません。

南部 竹田市

北部
サル・イノシシ・シカ

対策（必須）

集落点検研修

別府市

東部 中津市

中部
イノシシ・シカ等の捕獲技術に

ついて（選択）

捕獲研修

大分市

平成25年9月19,20日

西部 玖珠町

平成25年6月12日

平成25年6月13日

③Ｈ２５年度 大分県鳥獣害対策アドバイザー養成研修計画（選択・必須）案

振興局 研修内容 講師・助言者 研修場所 研修予定月日 出席者数
認定者数
（見込み）

平成25年8月1日

平成25年7月31日

豊肥
イノシシ・シカ
対策（必須）

防護柵設置研修

佐伯市
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１．目的

２．対象者

３．任務

４．資格取得

５．特色

６．アドバイザ－認定実績

項目

年度

重点集落
・その他

市町村職員 猟友会員 共済組合 森林組合 鳥獣保護員 農協 県職員 総合計

H20年度 1 40 19 7 5 1 1 40 114

H21年度 0 49 8 8 8 2 1 37 113

H22年度 40 45 15 7 7 1 3 55 173

H23年度 26 50 13 2 1 0 3 31 126

H24年度 12 41 0 7 9 0 11 51 131

総合計 79 225 55 31 30 4 19 214 657

（３）野生鳥獣被害を軽減する営農技術に対する助言ほか

○ 大分県鳥獣害対策アドバイザー認定制度の概要

イノシシ、シカ、サル等の野生鳥獣による農林作物の被害対策を的確かつ効果的に助言す
るアドバイザーを養成・登録する。

市町村、農協、共済組合、森林組合、県の職員、農業委員、猟友会員、集落リーダー

（１）地域における被害防止体制の整備や被害防止計画の策定に対する助言

（２）防護柵等の被害防止施設整備や被害防除に対する助言

（４）平成２５年度から柵設置集落の参加を必須とした。

（３）平成２４年度から重点集落以外の柵設置の集落からの参加を呼びかけた。

アドバイザー資格の取得は、県が開催する野生鳥獣による農林作物被害防止のために行
う、（１）（２）（３）のいづれか２つ以上の研修を受講すること。

（１）防護資材設置研修（必須）

（２）集落点検研修（必須）

（３）捕獲研修（選択）

（１）平成２２年度から被害集落に参加を呼びかけた。

（２）平成２３年度から重点集落住民も参加を呼びかけた。
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（３）捕獲対策について

（１）第１回協議

１ 日時：平成２４年１２月６日

２ 場所：現地 日出生台演習場周辺 会議 九重町役場

３ 参加者：

自衛隊 湯布院駐屯地業務隊 隊長・管理科長・管理班長・渉外班長

市町 九重町４名 玖珠町３名 由布市１名

県 西部局３名 中部局１名 森との共生室１名

４ 内容

・現地確認：

・会 議

①３市町の被害状況等を説明

②自衛隊から情報収集結果についての説明

・今後の対応

（２）第２回協議

１ 日時：平成２５年１月１７日

２ 場所：九重町役場

３ 参加者：

市町 九重町３名 玖珠町２名 由布市１名

県 西部局２名 中部局１名 防災危機管理1名 森との共生推進室２名

４ 内容

・市町からの要望提出

①猟友会がワナを設置。見回りは自衛隊が行ってもらいたい。

②山側の柵の設置

③近隣集落への防護柵の設置

等

・2月末までに要望整理。次回3回目を3月に開催

平成２４年９月の４者協（大分県・由布市・九重町・玖珠町）からの要望（「日出生
台演習場の使用等に関する要望」の中での有害鳥獣対策）に対する、陸上自衛隊西部
方面総監からの回答（関係自治体等と連携して有害鳥獣対策への取組について検討し
ていきたい）を受け、下記のとおり情報交換会を実施し、要望を行った。

九重町役場から演習場に向かう経路上の被害状況・対策・出没状況を九重町
が説明し、参加者で情報の共有化を行った。

次回は、防護柵の設置や箱ワナやくくりワナ等の方法による捕獲の実施等に
ついて、話し合うこととなった。

① 日出生台演習場周辺での対策について
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（３）第３回協議

１ 日時：平成２５年３月１４日

２ 場所：湯布院駐屯地業務隊管理班

３ 参加者：

自衛隊 管理科長、渉外班長

県 西部局２名 中部局１名 森との共生推進室１名

４ 内容

・

・ 次回5月開催で調整を行うこととなった

※ 3月27日 平成24年度第3回大分県鳥獣被害対策本部会議の決定事項

第1回規模の会議を開催予定であったが、日程調整ができず、事務レベルで
の事前調整会議を開催

１．囲いワナの設置

（１） 「囲いワナ」を演習場内の森林に設置
（２箇所程度）
・実施主体： 西部振興局
・設置指導： 林業研究部
・現地設置： 町・地元集落と合同で設置

自衛隊にも協力を依頼
・設置場所： 演習場内の森林に2箇所設置

（２）検討事項
・管理について

見回りにつては、自衛隊にお願いしたい
捕獲情報の連絡網を作る
餌については、地元で管理

・設置の許可の確認（５月の自衛隊との協議で確認）

２．マップ情報

自衛隊作成の地図（３月２０日現在）

３．箱ワナの設置

・囲いワナに加え箱ワナを設置（５基程度）
・事業主体：玖珠町、九重町、由布市の地域対策協議会

玖珠町側、九重町側及び由布市側の場内に箱ワナを設置

平成25年度日出生台演習場周辺対策（案）

1箇所については、H22年度に設置（九重町松木地
区）したワナを移設

・場内での銃の使用はできないことから、止めさしの方法についての
検討・ワナの改良（林業研究部）
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（４）日出生台演習場における鳥獣対策会議

１ 日時：平成２５年６月１４日

２ 場所：九重町役場

３ 参加者：別紙参照（次項）

４ 内容

○ 県からの説明

・大分県内のシカ、イノシシ被害の現状と対策について説明

・「日出生台演習場周辺対策（案）」について説明

○ 西部方面総監部に対し、日出生台演習場における捕獲の可否についての回答要請

（５）日出生台演習場における捕獲に対する回答（7月8日（月））

（６）今後のスケジュール（案）

7月 西部方面総監部との協議

8月 ワナ設置箇所の選定、捕獲期間及び捕獲体制等の関係機関協議

9月 箱ワナの設置・囲いワナの移設準備

１０月 囲いワナの設置

10月～ 餌付け作業

１１月 捕獲作業

2月 捕獲結果の検証、課題の抽出、対策検討

・これまでの対策会議の経緯、地域から出された要望課題について確認

・囲いワナ、箱ワナ等について説明

陸上自衛隊西部方面総監部として、日出生台演習場においてワナを設置
することについては了承した。

ただ、設置場所や期間（8月～3月）等の細部については調整が必要で
ある。その他、施設管理等についての覚書を交わす必要があると考える。

主なやりとり

・自衛隊：シカ被害が集中する時期があるか。

→イノシシと異なり、シカ被害は年中である。

・自衛隊：銃による駆除は禁止。ワナについては時期や場所について検討したい。

・囲いワナの大きさはどれくらいか。設置日数はどれぐらいか。

→大きさは周囲長４０ｍ、1辺１０ｍ四方。設置日数は3日ぐらい。

・自衛隊：設置期間は。

→餌付けしている間は開けっ放しで、餌付けに成功したら扉が閉まるようにする。

餌付けに1週間の場合もあるし、1ヶ月かかることもあり、設置期間は長くなる。

・自衛隊：ワナの設置は訓練のない場所では可能性はある。

森林区域であれば、どこでも良いか。

→捕獲後のシカの搬出などを考えると道沿いの方が良い。

・自衛隊：シカの生息場所は見ればわかるか。

→駆除班員であればわかる。

・自衛隊：ワナの危険性は。

→箱ワナや囲いワナは視覚的にも分かるので危険性はない。

林業研究部の囲いワナは扉が鉄製でないので、特に危険性は低い。

・自衛隊：ワナの設置ができるか、設置場所や設置時期等についても検討したい。
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出席者名簿

所 属 名 役 職 名 氏 名

西部方面総監部

総務部地域連絡調整課 渉外班長 米村 誠

装備部施設課 移転計画・基地対策幹部 福田 賢治

防衛部訓練課 教育幹部 松山 周

九州防衛局企画部

周辺環境整備課 課長補佐 杉崎 祐一

地方調整課 専門官 古賀原 覚

地方調整課 係員 神近 駿介

陸上自衛隊

湯布院駐屯地業務隊 隊長（２等陸佐） 岡崎 光洋

湯布院駐屯地業務隊 管理科長 技官（行－５） 小牧 弘典

湯布院駐屯地業務隊 渉外班長 １等陸尉 才川 市幸

由布市

農政課 課長補佐 杉田 豪

湯布院地振課防衛係 主査 衛藤 優也

湯布院地振課農林係 主事補 岩野 貴文

九重町

農林課農林生産 G リーダー 日野 優一

農林課農林生産 G 主任 衛藤 雅史

企画調整課 リーダー 穴井 哲也

企画調整課 主査 麻生 賢宏

玖珠町

農林業振興課農林土木係 係長 藤原 八栄

農林業振興課農林土木係 主査 油布 武史

基地対策室基地対策係 係長 繁田 良一

大分県生活環境部

防災危機管理課危機管理班 主査 小代 哲也

大分県農林水産部

森との共生推進室森林環境保護班 室長補佐（総括） 森迫 常徳

森との共生推進室森林環境保護班 副主幹（広域普及指導員） 深田 俊武

大分県農林水産研究指導センター

林業研究部 部長 三瀨 晶

林業研究部森林チーム チーム長 吉光 政文

林業研究部森林チーム 研究員 北岡 和彦

大分県中部振興局

農山漁村振興部森林管理班 主幹 芦原 義伸

大分県西部振興局 局長 滝口 定義

農山村振興部 部長 藤本 浩

農山村振興部森林管理班 課長補佐（総括） 高宮 立身

農山村振興部森林管理班 技師 田中 悠希

農山村振興部森林管理班 嘱託 財津 博文

-21-



自衛隊による情報収集結果

平成24年12月6日現在
シカ目撃：10箇所
イノシシ目撃：3箇所

H2５年３月20日現在の情報収集マップ状況
シカ目撃：７８箇所
シカ足跡：11箇所
イノシシ目撃：4箇所

・囲いワナ、箱ワナが設置箇所の候補とし

て、目撃情報の集中しているこの地域できる

よう、自衛隊と協議
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② 大分県におけるアライグマ対策について

（生活環境部生活環境企画課）

１．平成２４年度事業実績

県内各市町村において「アライグマ防除講習会」を実施し、各市町村が、外来生物法

に基づく手続（防除計画の確認）を経てアライグマの防除を実施できる体制づくりの支

援を行った。最終的には、県内全市町村における防除計画策定を目指す（平成２５年７

月現在１０市町で策定済み）。

また、県ホームページにおいて、「特定外来生物アライグマについて」の表題で啓発

を行っている。

○アライグマ防除講習会（県主催６回、大分市主催２回）

（実施箇所）

【県主催分】臼 杵 市：９月１３日 臼杵市野津中央公民館 参加者 ５７名

佐 伯 市：９月２２日 三余館 参加者 ２７名

九 重 町：１０月３日 九重町役場 参加者 ４８名

豊後大野市：１１月１５日 豊後大野市総合文化センター

参加者 ５６名

竹 田 市：１２月７日 竹田市久住公民館 参加者 ２６名

玖 珠 町：３月２１日 くすまちメルサンホール 参加者 ３９名

【大分市主催分】 １１月１４日 大分市保健所 参加者 ５７名

３月９日 大分市役所 参加者１４４名

（参 加 者）市町村職員、一般住民、農業者、猟友会、県振興局職員等

（ 内 容 ）外来生物法、アライグマの生態・分布、防除の方法、捕獲実習等の解説

２．今年度の取組について

○アライグマ防除モデル事業

（１）事業内容

現在までに捕獲、撮影等の情報が多数寄せられ、アライグマの生息が確実である大

分地区及び日田地区において、以下を内容とする防除事業を行う。

① モニタリング等による生息確認

② わなのしかけ、捕獲情報の収集、捕獲、捕獲したアライグマの処分

③ ①及び②の様子をビデオ等で記録し、記録媒体を市町村に配布

（２）事業実施による効果

① 実際の防除を行うことにより、本県におけるアライグマの生息実態の把握ができ

る。

② 実際の防除の様子を撮影した記録媒体を提供することにより、現在防除計画の確
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認を受けているものの未だ防除の実績がない市町村において、これまで実施した講

習会による知識・技術に加え、モニタリングから処分までに至る具体的対応のノウ

ハウを習得でき、当該市町村の防除体制の強化を図ることができる。

③ 記録媒体の提供により、未だに防除計画の確認を受けていない市町村（中津市、

由布市など）に対する早期の防除体制の確立を支援する。

（３）現在までの事業経過

① 大分地区（大分市一木 日本文理大学構内）

・事業実施期間

平成２５年５月２３日から同年６月１４日まで

・事業実績

ワナを５箇所に設置して捕獲活動を行ったところ、計４頭の捕獲があった。いず

れも殺処分を行うとともに、捕獲から殺処分までの過程を記録化した。

② 日田地区（日田市前津江町原地区ほか）

・事業実施期間

平成２５年６月１４日から同年７月１２日まで

・事業実績

６月１４日から７月１日までの間、７箇所において赤外線カメラによるモニタリ

ングを実施した後、７月２日にアライグマの確認がなされた３箇所においてワナを

設置して捕獲活動を行った。これまでに２頭の捕獲があった。

（４）今後の予定

今年秋を目処に記録媒体を作成し、市町村に配布するとともに、市町村職員を対象

に説明会を開催する予定

○市町村との連携強化

現在までに生息が確認されていながら、防除計画の確認を受けていない中津市及び由

布市に対し、防除体制の整備に係る報告を依頼したところ、中津市からは平成２５年度

に防除計画の確認及び防除講習会の実施を行う旨の報告、及び由布市からは防除体制の

整備についての予定はない旨の報告があった。

今後は、由布市を再度指導するとともに、その他の防除計画の確認を受けていない市

町村を含めて、防除体制の整備のための支援・協力を行っていく。また、既に防除体制

を整えている市町村に対しては、随時、防除による捕獲に係る情報の報告を受けるなど、

連携を密にしていく。

３．今年度の捕獲頭数について

県実施のアライグマ防除モデル事業、大分市実施の一斉捕獲等により、４月から７月

初までの３ヶ月間強で２５頭の捕獲（大分市１９頭、日田市５頭、玖珠町１頭）があり、

既に昨年度（２０頭）を上回る捕獲がなされている。
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防除対策の状況
（平成25年7月現在）

生息確認 生息可能性

大分市 ○ H23 ◎H24.12月 －
H25年度 １９頭捕獲、５頭の
撮影

別府市 ○ H23 ◎H23.10月 －
H22年度 １頭の捕獲、２頭の
目撃

中津市 ○
H25に確認を
受ける予定

H23年度 ２頭の死体発見

日田市 ○ H22 ◎H24.10月 －
H25年度 ５頭の捕獲、５頭の
撮影

佐伯市 ○ H24 ◎H24.11月 － H22年度 １頭の撮影

臼杵市 ○ H24 ◎H24.10月 － H21年度 １頭の死体発見

津久見市 ◎H25.3月 －

竹田市 ○ H24 ◎H24.9月 － H23年度 １頭の撮影

豊後高田市 ○ － H22年度 ６件の爪痕発見

杵築市 ○ － H20年度 １頭の目撃

宇佐市 ○ －
H22年度 １頭の目撃、２件の
爪痕発見

豊後大野市 ○ H24 ◎H24.6月 － H24年度 １頭死体発見

由布市 ○ H23 予定はない。
H22年度 １頭の目撃、１件の
足跡発見

国東市 －

姫島村 －

日出町 －

九重町 ○ H24 ◎H24.8月 － H22年度 １頭目撃

玖珠町 ○ H24 ◎H24.3月 －
H25年度 １頭の捕獲、２頭の
目撃

「生息確認」とは、写真撮影や捕獲など確実な生息情報があること

「生息可能性」とは、目撃等による生息情報があること

注２

注１

防除計画の確認を受けた市町村では、捕獲従事者の確保、はこわなの購入等、アライグマ防除の
体制整備がなされている、又は今年度中に整備を予定している。

市町村名
生息情報

備考（最新の生息情報）防除計画防除講習会

合 計 10 4 10 10

計画確認に係る今
後の予定（中津市

及び由布市）
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アライグマ防除モデル事業（大分地区）の実施状況

１ ワナの仮設置（アライグマがワナに慣れることを目的として行うもの）

（１）日時 平成２５年５月２３日（木）１５：００～１７：００

（２）場所 日本文理大学構内

大学構内の長池周辺に３機設置 ワナ①（池の間近の立木の下）

ワナ②（水路から池への経路の途中） ワナ③（ワナ①とワナ②の間）

OBS、TOS、OAB、大分合同新聞が取材
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ワナ④（流水路の左側） ワナ⑤（流水路の右側）

日本文理大学の学生さん（５名）が協力 ワナには事業の趣旨、連絡先等記載

２ ワナの稼働

（１）日時 平成２５年６月３日（月）９：３０～１３：００

（２）場所 日本文理大学構内

ワナ②を稼働開始 餌には乾燥トウモロコシを使用
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ワナ③の餌にはチキンラーメンを使用 ワナ④の餌には、ワナ①同様、キャラメル

コーンを使用

ワナ⑤の餌には揚げドーナツを使用

３ 捕獲・殺処分（１）

（１）日時 平成２５年６月４日（火）９：３０～１５：００

（２）場所 日本文理大学構内

ワナ⑤で１個体が捕獲された。 捕獲されたアライグマ
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捕獲の状況、殺処分の過程を記録化

炭酸ガスを注入し、１０分程度で終了 絶命したアライグマ

発達した乳首により経産雌と判明
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４ 捕獲・殺処分（２）

（１）日時 平成２５年６月５日（水）１０：３０～１４：３０

（２）場所 日本文理大学構内

ワナ①で捕獲されたアライグマ わなの周辺に残されていた足跡

殺処分の状況

ケースを使用するより全体に炭酸ガスが充満するのが早いため、短時間で終了
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絶命したアライグマ 生殖器により雄であることが判明

ワナの設置場所(大分市一木)

日本文理大学
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１．平成２４年度県下一斉捕獲の実績

(1)

(2)

(3)

２．平成２４年度九州シカ広域一斉捕獲の実績

(1)

(2)

(3)

（捕獲頭数） (単位：頭）

H24年度の実施日は、秋期は10月14日、21日、28日の3日間で、春期は３
月２４日(日)、３１日(日)の２日で、合計5日間実施した。

③ 一斉捕獲等の実績と計画

平成２３年度に初めて実施した県下一斉捕獲を、平成２４年度は、実施回数を
３回に拡大して実施した。

平成23年度は10月16日に実施したが、稲刈り前に実施して欲しい、秋の行楽
シーズンを避けて欲しいとの意見を踏まえ、9月9日と9月23日の2日間実施し
た。
平成２３年度の春期（３月２５日(日)）は１５市町の参加であったが、平成24
年度は全市町（姫島村を除く）が参加して3月24日に実施した。

シカの生息密度低減のため、これまで隣接県と行って来た「三県合同」「四県
合同」を本県の提案により統一し、H24年度から「九州シカ広域一斉捕獲」を
実施した。

この一斉捕獲には、本県の他、福岡県、熊本県、宮崎県、鹿児島県が参加し、
県境を中心に国有林も入猟し易い体制を整備するなどして捕獲に努めた。

イノシシ シカ 計

秋期 170 185 355 1565

春期 79 141 220 893

計 249 326 575 2,458

秋期 78 159 237 951

春期 64 164 228 912

計 142 323 465 1,863

H24

H23

捕獲数（頭） 参加者数
（人）

大分県 福岡県 熊本県 宮崎県 鹿児島県 合計

秋期 228 36 108 93 46 511

春期 124 10 71 70 13 288

合計 352 46 179 163 59 799
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九州脊梁山地シカ広域一斉捕獲

（大分県・熊本県・宮崎県・鹿児島）

対象：シカ

広域連携（九州シカ広域一斉捕獲）

三県合同一斉捕獲

（大分県・福岡県・熊本県）

対象：シカ、イノシシ

①目的：県境を越えて分布するシカ

を、各県および九州森林管

理局が連携して捕獲を実施

する。

②重点区域

近藤洋史（森林総合研究所

九州支所）作成

②重点区域

県境域の多くを占め、日頃

有害捕獲が進まない県境域

の国有林。

③今後の取り組み

今年度の「九州シカ広域一斉捕獲推進会議（7月8日：熊本市）」で、捕獲位置情報の報告内

容とし、マップ化することを働きかけた。

メッシュ番号の提出に賛成：福岡県、鹿児島県 要検討：熊本県、宮崎県

→報告内容にメッシュ番号を加える方向で今後検討することとなった。

福岡県 36 頭 10 頭

熊本県 108 頭 71 頭

宮崎県 93 頭 70 頭

鹿児島県 46 頭 13 頭

大分県 228 頭 124 頭

合計 511 頭 288 頭

H24年度の捕獲実績

秋期3日間 春期2日間

九州地区鳥獣被害対策会議等の機会を利用し、九州農政局にも調整を依頼していきたい。
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３． 平成２５年度県下一斉捕獲実施計画(案)

４． 平成２５年度九州シカ広域一斉捕獲実施計画(案)

17市町が参加し、県下一斉にイノシシやシカの捕獲を行い、農林被害の軽減を図る

昨年度、これまでの三県合同と四県合同を統一し、5県合同で県境のシカの捕獲圧強化を図

る

平成25年9月22日（日） 平成25年9月29日（日） 平成26年3月23日(日)

秋 期 春 期

る

国有林が入山しやすい体制を整備し、日頃有害捕獲が進まない県境の国有林での捕獲を推進

秋 期

平成25年9月15日（日） 平成25年9月22日（日） 平成25年9月29日（日）

春 期

平成26年3月23日(日) 平成26年3月30日(日)
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国東市国東町安国寺786-1

大分市府内町3-10-1

佐伯市長島町1-2-1

０９７８－７２－０１５６ 別府市・杵築市・国東市・姫島村・日出町

中部振興局 森林管理班 ０９７－５０６－５７４９ 大分市・臼杵市・津久見市・由布市

所在地

０９７４－６３－１１７４ 竹田市・豊後大野市

西部振興局 森林管理班 ０９７３－２２－２５８５ 日田市・九重町・玖珠町

竹田市大字竹田字山手1501-2

日田市城町1-1-10

申請受付窓口 連絡先 管轄市町村

東部振興局 森林管理班

北部

南部振興局 森林管理班 ０９７２－２２－０３９３ 佐伯市

豊肥振興局 森林管理班

受付期間 ７月２３日（火）～８月５日（月） ８月２０日（火）～８月３０日（金） ９月１７日（火）～９月３０日（月）

試験
会場

東部

大分県庁舎本館 正庁ホール
（大分市大手町3-1-1）

※ 対 象：県内に住所地を有するもの
申込先：住所地を所管する振興局。

大分県庁舎本館 正庁ホール
（大分市大手町3-1-1）

大分県佐伯総合庁舎 ４階大会議室
（佐伯市長島町1-2-1）

大分県竹田総合庁舎
（竹田市大字竹田字山手1501-2）

大分県日田総合庁舎 ４階大会議室
（日田市城町1-1-10）

大分県庁舎本館 正庁ホール
（大分市大手町3-1-1）

大分県佐伯総合庁舎 ４階大会議室
（佐伯市長島町1-2-1）

大分県竹田総合庁舎
（竹田市大字竹田字山手1501-2）

大分県日田総合庁舎 ４階大会議室
（日田市城町1-1-10）

大分県宇佐総合庁舎 大会議室
（宇佐市大字法鏡寺235-1）

猟種

時間

大分県宇佐総合庁舎 大会議室
（宇佐市大字法鏡寺235-1）

網猟・わな猟 第一種・第二種銃猟 網猟・わな猟

杵築市健康福祉センタ－ 多目的ホ－ル
（杵築市大字猪尾941）

大分県国東総合庁舎
（国東市国東町安国寺786-1）

中部

南部

豊肥

西部

第一種・第二種銃猟 網猟・わな猟

午前９時 ～ 午後５時 午前９時 ～ 午後５時 午前９時 ～ 午後５時

● 申請は印鑑及び手数料を持参のうえ、住所地を管轄する振興局にて行うこと。

１０月１2日（土） １０月１3日（日）９月１4日（土）

試 験 ① 試 験 ② 試 験 ③

試験日 ８月１7日（土） ８月１8日（日）

・ 網猟免許：銃器及びわな以外の方法で狩猟を行う者。 ・ 第一種銃猟免許：銃器を使用して狩猟を行う者。

・ わな猟免許：わなを使用する方法で狩猟を行う者。 ・ 第二種銃猟免許：空気銃又は圧縮ガス銃を使用して狩猟を行う者。

① 海外旅行をしていたこと ③ 法令の規定により身体の自由を拘束されていたこと

② 病気にかかり、又は負傷していたこと ④ 社会の慣習上又は業務の遂行上やむを得ない緊急の用務が生じていたこと

内に次に示す者である旨及びその事由がやんだ日を証する書類を添えて管轄振興局へ申請した場合に限り、技能試験及び知識試験を免除するものとする。

ら１ヶ月以内とし、本人であることを証明する書類（受験票、運転免許証等）を提示しなければならない。

また、大分県個人情報保護条例（平成１３年１２月２５日大分県条例第４５条）第２１条に基づく受験者本人からの口頭による開示請求は、合格発表の日か

大分県農林水産部森との共生推進室

５．試験内容・・・知識試験及び適性試験を行ない、そのいずれにも合格した者に対して、技能試験を行う。

３） 技能試験 （猟具の取扱い、距離の目測（網猟・わな猟は除く）及び鳥獣の判別）

２） 適性試験 （視力、聴力及び運動能力）

１） 知識試験 （法令、猟具、鳥獣に関する知識及び鳥獣の保護管理に関する知識についての筆記試験） ９０分

６．合格発表・・・合格の発表は、試験当日に行う。

７．注意事項（その他不明な点については、上記の管轄振興局まで問い合わせること。）

１） 申請者は、管轄振興局が実施する上記の各会場において受験するものとする。

ただし、他会場での受験を希望する場合は、速やかにその旨を管轄振興局まで連絡し、その指示を受けること。

２） 試験当日欠席した者（３０分以上遅刻したものを含む。）に対する再試験等は一切行わない。

３） 災害その他次に掲げるやむを得ない理由のため、狩猟免許の有効期間内の更新を受けなかった者については、その事由がやんだ日から起算して、一ヶ月以

最近６ケ月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦３.０cm、横２.４cmの写真で、その裏面に氏名及び撮影年月日を記載したもの。

統合失調症、そううつ病（そう病及びうつ病を含む）及びてんかん（発作が再発する恐れがないもの、発作が再発しても意識障害がもたらされないもの及び発作が

睡眠中に限り再発するものを除く）にかかっていないこと並びに麻薬、大麻、あへん及び覚せい剤の中毒者でないことを証明するもの。

３) 返信用封筒１通：郵便切手を添付し、宛名を書いた封筒、また２種以上受験する場合も１通で可。

２) 医師の診断書：３ヶ月以内に作成されたもの。又は、銃砲の所持許可を現に受けている場合は、その許可証の写し。

２．申請書に添付するもの・・・狩猟免許申請書は、県振興局に備付けの用紙を使用すること。

宇佐市大字法鏡寺235-1

１） 写真１枚：写真は申請書ごとに添付すること。

北部振興局 森林管理班 ０９７８－３２－０６２２ 中津市・豊後高田市・宇佐市

３．手数料・・・網猟・わな猟・第一種銃猟・第二種銃猟、各免許ごとに下記手数料が必要となります。

１） 既に狩猟免許を受け、その有効期間内に他の狩猟免許を受けようとする者。 各々 ３,９００円

２） １）以外の者 各々 ５,２００円

４．当日の携帯品・・・受験票、筆記具(受験票については、あらかじめ記載されている期日の狩猟免許試験のみ有効)及び眼鏡等

１．対象者・・・平成２５年度以降に狩猟を行う予定の者。

大分県農林水産部森との共生推進室
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管轄市町村

東部振興局 森林管理班 国東市国東町安国寺786-1 ０９７８－７２－０１５６ 別府市・杵築市・国東市・姫島村・日出町

申請受付窓口 所在地

大分市・臼杵市・津久見市・由布市

南部振興局 森林管理班 佐伯市長島町1-2-1 ０９７２－２２－０３９３ 佐伯市

中部振興局 森林管理班 大分市府内町3-10-1

豊

肥

０９７－５０６－５７４９

連絡先

申請書の受付期間 平成２５年 ８月 ５日（月） ～ 平成２５年 ８月１６日（金）

大分県佐伯総合庁舎 ４階大会議室
（佐伯市長島町1-2-1）

南

部

大分文化会館 第１小ホール
（大分市荷揚町4-1）

９月３日（火）

鶴崎公民館
（大分市東鶴崎1-1-7）

９月５日（木）

大分県中津総合庁舎 大会議室
（中津市中央町1-5-16）

中

部
９月４日（水）

西

部

大分県日田総合庁舎 ４階大会議室
（日田市城町1-1-10）

北

部

● 申請は印鑑及び手数料を持参のうえ、住所地を管轄する振興局にて行うこと。

更 新 検 査 会 場

県

庁
９月１３日（金）

大分県庁舎 正庁ホール
（大分市大手町3-1-1）

※ 対 象：県内に住所地を有するもの
申込先：住所地を所管する振興局。

大分県宇佐総合庁舎 大会議室
（宇佐市大字法鏡寺235-1）

９月５日（木）

９月４日（水）

豊後大野市神楽会館
（豊後大野市清川町砂田810番地）

９月４日（水）

９月３日（火）

９月８日（日）
杵築市健康福祉センター 多目的ホ－ル

（杵築市大字猪尾941）

東

部

大分県竹田総合庁舎
（竹田市大字竹田字山手1501-2）

９月３日（火）

① 海外旅行をしていたこと ③ 法令の規定により身体の自由を拘束されていたこと

② 病気にかかり、又は負傷していたこと ④ 社会の慣習上又は業務の遂行上やむを得ない緊急の用務が生じていたこと

６．合格発表・・・合格の発表は、更新当日に行う。

２） 適性検査 （視力、聴力及び運動能力）

１） 講 習 （鳥獣保護及び狩猟に関する法令、鳥獣の判別、猟具の取扱い及び鳥獣の保護管理に関する知識）

５．講習及び適性検査・・・午前９時から午後５時まで行う。

４．当日の携帯品・・・受験票、筆記具及び眼鏡等

３．手数料・・・網猟免許・わな猟免許・第一種銃猟免許・第二種銃猟免許 各々 ２,８００円

３） 返信用封筒１通：郵便切手を添付し宛名を書いた封筒、また２種以上更新する場合も１通で可。

睡眠中に限り再発するものを除く）にかかっていないこと並びに麻薬、大麻、あへん及び覚せい剤の中毒者でないことを証明するもの

統合失調症、そううつ病（そう病及びうつ病を含む）及びてんかん（発作が再発する恐れがないもの、発作が再発しても意識障害がもたらされないもの及び発作が

２） 医師の診断書：３ヶ月以内に作成されたもの。又は、銃砲の所持許可を現に受けている場合は、その所持許可証の写し。

１） 写真１枚（最近６ケ月以内に撮影した無帽、正面、上三分身、無背景の縦３.０cm、横２.４cmの写真で、その裏面に氏名及び撮影年月日を記載したもの。）

２．申請書に添付するもの・・・狩猟免許更新申請書は、県振興局に備付けの用紙を使用すること。

１．対象者・・・平成２２年度に狩猟免許を取得した者。

豊肥振興局 森林管理班 竹田市大字竹田字山手1501-2 ０９７４－６３－１１７４ 竹田市・豊後大野市

西部振興局 森林管理班 日田市城町1-1-10 ０９７３－２２－２５８５ 日田市・九重町・玖珠町

０９７８－３２－０６２２ 中津市・豊後高田市・宇佐市

大分県農林水産部森との共生推進室

７．注意事項（不明な点については、上記の管轄振興局まで問い合わせること。）

１） 申請者は、管轄振興局が実施する上記の各会場において受験するものとする。

ただし、仕事等の都合によりやむを得ず受験できない場合又は勤務先のある他会場での受験を希望する場合は、速やかに、その旨を管轄振興局まで連絡し、

その指示を受けること。それでもなお、受験できなかった者は、９月１３日（金）に大分県庁舎本館（正庁ホール）で受験すること。

２） 災害その他次に掲げるやむを得ない理由のため、受付期間中に申請できなかった者については、次に示す者である旨を証する書類を添えて各講習日の二日

前までに各振興局へ申請した場合に限り、申請を受け付けるものとする。

宇佐市大字法鏡寺235-1北部振興局 森林管理班
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○ハンター確保対策
① 「狩猟の魅力を語る講演会」の開催

日時：平成２５年６月２７日（木）１６：００～１７：００

場所：由布市湯布院公民館

講師：宇佐市猟友会支部長 野畑佑昌氏

豊後高田市猟友会支部長 長井健三氏

参加者：自衛隊隊友会会員（由布市所属）など １７名

ハンター確保の取り組みとして、銃の取扱になれている自衛隊のOBに狩猟の魅力を
語る講演会を開催した。

講演会終了後は、多くの質問が飛び交い、ほとんどの参加者に興味をもってもらっ
た。
具体的に免許試験等が進むにつれて、地元の相談役が必要となってくるので、地元
猟友会と連携を取りながら、免許取得を進めて行く。

② 今後の計画（案）

7月 14日 県政だより（新聞定期枠）に試験日を掲載

（合同・西日本・朝日・毎日・読売）

７月 下旬 ワナ免許取得者の新人に「狩猟セミナー」ＤＭを発送

「狩猟セミナー」新聞広告

初心者講習会で参加者を対象にアンケートを実施

８月 下旬 「狩猟セミナー」 ：５０人

①講演 (財)自然環境研究センター

②射撃ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ 上席研究員 青木 豊 氏

③射撃場見学 別府市営湯山クレー射撃場

県猟役員による実射

○平成２４年度の狩猟免許試験等の結果

講習受講者 試験受験者 試験合格者

網・わな 銃 計 網・わな 銃 計 網・わな 銃 計

310 77 387 266 54 320 253 50 303

講習受講者 試験受験者 試験合格者
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狩猟免許取得者の推移

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

人

単位：人

0

1,000

H10 H16 H19 H20 H21 H22 H23 H24

第二種銃猟 第一種銃猟 網・わな猟

種 別 H10 H16 H19 H20 H21 H22 H23 H24
網・わな猟 1,033 1,875 2,044 2,187 2,389 2,647 2,901 2,978
第一種銃猟 4,262 3,504 3,091 3,081 2,622 2,634 2,580 2,083
第二種銃猟 310 87 57 51 42 34 31 23

計 5,605 5,466 5,192 5,319 5,053 5,315 5,512 5,084
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④鳥獣被害対策実施隊について

（１）各市町村は、鳥獣被害防止特措法に基づき、報

酬等を条例で定め、任命または指名した者で構

成された組織で追い払い、捕獲、防護柵の設置

等を行うこととされたい。

（２）各市町村の平成２４年度活動実績は、十分とは

言えない状況にあり、先般、狩猟免許取得等の

促進について依頼したところ。（別紙１、２）

（３）早急に、実施隊の活動の強化方法について検討

する。
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別紙１ 森共 第 ３９３ 号

平成２５年 ６月２５日

各 市 町 長 殿

（鳥獣害対策担当課気付）

大分県農林水産部

森との共生推進室長

鳥獣被害対策実施隊における狩猟免許取得等の促進について（依頼）

平成 20 年 2 月に「鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別

措置に関する法律」、いわゆる鳥獣被害防止特措法が施行され、その後、この

法律に基づいた鳥獣被害防止総合対策交付金を活用して、県内各市町で鳥獣被

害対策協議会を中心に様々な取組が行われています。

こうした中、国では現場で有害鳥獣捕獲を担う猟友会員が高齢化・減少傾向

にあることなどから、将来的な捕獲体制の再構築に向けて、交付金事業の中で

鳥獣被害対策実施隊による公的捕獲の取組を推進しています。

県下各市町の協議会では、すでに鳥獣害対策実施隊を設置しておりますが、

今後は民間隊員の加入と構成員の狩猟免許取得が課題となっています。

このことにつきましては、平成 24 年度第 3 回鳥獣被害対策本部会議の中で

も議論されたところです。（資料：市町村別の実施隊設置状況の（６）今後の

推進についてを参照（別紙））

こうしたことから、貴職におかれましては、実施隊の充実に向けて積極的な

取組をお願いします。
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別紙２

鳥獣害対策に係る各市町実施隊の活動実績（平成２４年度実績）

市町村 その他
うち猟友
会

銃猟免
許

わな免許 捕獲
一斉捕獲
（回）

追い払
い

防止柵
点検

緩衝帯
設置

放任果
樹等除
去

被害調
査

技術指
導

広報・
啓発

ｲﾉｼｼ
（頭）

ｼｶ（頭） ｻﾙ（頭） ｶﾗｽ（羽） ﾋﾖﾄﾞﾘ(羽）

大分市 17 1 1 ○ ○

別府市 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○

日田市 13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐伯市 10 3 2 3 ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 25

臼杵市 2 2 4 3 4 ○ ○ ○ ○ ○ 73

津久見市 3 9 9 9 2 ○ ○ ○ 137 1 4 17 2 257

杵築市 3 ○ ○

豊後大野市 11 4 4 ○ ○ ○ ○ ○

由布市 10 2 ○ ○ ○ ○ ○

国東市 9 4 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 1

日出町 4 1 1 1 2 ○ ○ ○ ○

九重町 7 ○ ○ ○ ○ ○

玖珠町 3 1 ○ ○ ○

中津市 16 1 ○ ○ ○ ○

竹田市 5 ○ ○ ○

豊後高田市 10 1 2 ○ ○ ○ ○

宇佐市 8 4 4 1 ○ ○ ○ 2

計 136 12 30 20 27 4 4 32 17 2 257

出動回
数(日）

実施隊員（人） 免許取得者（人） 捕獲実績活動内容
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（４） 予防対策について

①平成２５年度事業計画

○ 防護柵等設置状況
(単位：km)

○ 県単事業による鳥獣侵入防止施設の年度別整備状況

事業の種類 H22年度 H23年度 H24年度
H25年度
（計画）

備考

実施市町村 17 17 17 17

電気柵 409.7 596.5 639.6 619.0

金網柵 42.6 6.4 14.1 4.4

トタン柵 4.3 4.3 7.4 4.3

電気柵 0.3 1.1 1.6 0.9

ネット柵 0.4 0.1 - -

シ
カ

ネット柵 31.9 34.6 22.9 12.4

併
用

電気柵 － － － 20.0

実施市町村 3 4 6 4

ネット柵 0.0 2.1 4.1 1.8

(樹皮ガー
ド)

3,600枚 3,250枚 5,600枚 5,400枚

電気柵 410.0 597.6 641.2 639.9

金網柵 42.6 6.4 14.1 4.4

ネット柵 32.3 36.8 27.0 14.2

トタン柵 4.3 4.3 7.4 4.3

延長合計 489.2 645.1 689.7 662.8

⑥森林シカ被害防止対策事業
（森との共生推進室）

合 計

H25.7.1現在

（単位：箇所、km）

⑤鳥獣被害総合対策事業
（森との共生推進室）

イ
ノ
シ
シ

サ
ル

H22年度 H23年度 H24年度
H25年度
（計画）

備考

国庫事業 222.7 633.8 913.0 526.1

県単事業 489.2 645.1 689.7 662.8

合計 711.9 1,278.9 1,602.7 1,188.9
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○ 国庫事業による鳥獣侵入防止施設の年度別整備状況

事業の種類 H22年度 H23年度 H24年度
H25年度
（見込） 備考

実施市町村 15 15 14 14

電気柵 2.5 0.5 22.4 12.0

金網柵 33.7 281.7 214.9 286.0

ネット柵 － 2.5 10.7 －

トタン柵 9.3 － － －

実施市町村 － － 10 5

電気柵 － － － －

金網柵 － － 78.9 53.6

ネット柵 － － 0.18 －

トタン柵 － － － －

実施市町村 － 3(2) 4 4

電気柵 － 8.7 71.3 －

金網柵 － 77.5 81.4 50.5

ネット柵 － 3.4 2.0 3.0

トタン柵 － － － －

実施市町村 4 2 11 2

金網柵 30.3 11.1 129.6 21.0

実施市町村 1 1 1.0 0

金網柵 16.3 1.4 0.8 0.0

実施市町村 12 17 15 17

ネット柵 130.6 247.0 300.8 100.0

電気柵 2.5 9.2 93.7 12.0

金網柵 80.3 371.7 505.6 411.1

ネット柵 130.6 252.9 313.7 103.0

トタン柵 9.3 － － －

延長合計 222.7 633.8 913.0 526.1

合 計

（単位：箇所、km）

①-1
鳥獣被害防止総合対策交付金
（森との共生推進室）

②地活性化総合対策事業(H23)
鳥獣被害防止総合対策交付金
(H21)

（国の直接採択）

③-1
中山間総合整備事業
（農村基盤整備課）

③-2
農村振興整備事業
（農村基盤整備課）

④公共造林事業
（森林整備室）

①-2
鳥獣被害防止施設緊急整備事業
（H24補正）
（森との共生推進室）
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平成２３年度畦畔管理省力化技術実施地区

種 別 振興局名 市町村名 集落名 畦畔面積

中部 臼杵市 中ノ川 1,193㎡

中部 臼杵市 田井ヶ迫 1,288㎡

南部 佐伯市宇目町 上津小野 174㎡

豊肥 豊後大野市緒方町 小原 752㎡

豊肥 竹田市久住町 白丹 880㎡

4,287㎡

② センチピードグラスによる畦畔緑化の実施状況

センチ
ピードグ
ラス播種

県 計

【6月15日吹き付け前】

【種子吹き付け状況】

【吹き付け１０ヶ月後】

（農）奧嶽 兒玉組合長談

「実証圃では、播種した1年目から草

刈りが楽になった。緑化するスピードが

早く、この技術は使える。とにかく畦畔

の草刈りには頭を悩ましているので、

吹き付け面積を一気に増やしたい！」

Ｈ23から実証した「センチピードグラスの吹き付け播種による法面緑化技

術」は、事前の抑草作業をしっかりと行えば定着が早く、畦畔管理の省力

化効果が大きいことが明らかになりました。生産者の評判も上々です！
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平成２４年度畦畔管理省力化技術実施地区 ＜平成２５年度センチピードグラス吹き付け実証状況＞

種 別 振興局名 市町村名 集落名 畦畔面積

東部 杵築市 年田 350㎡

東部 国東市国東町 吉木 285㎡

南部 佐伯市直川村 岸上集落 150㎡

中部 臼杵市野津町 南田中 445㎡

中部 臼杵市 中ノ川 450㎡

豊肥 竹田市 九重野 200㎡

北部 宇佐市安心院町 荘 300㎡

豊肥 竹田市荻町 柏原 600㎡

2,780㎡

平成２５年度畦畔管理省力化技術実施地区

種 別 振興局名 市町村名 集落名 畦畔面積

東部 杵築市 年田 1,060㎡

中部 由布市 直山 1,000㎡

南部 佐伯市直川 岸上 277㎡

豊肥 竹田市荻 高練木 2,300㎡

豊肥 豊後大野市清川 中野 2,000㎡

6,637㎡県計

センチ
ピードグ
ラス播種

センチ
ピードグ
ラス播種

県計

＜7/1 水中ポンプ式播種実証＞

（杵築市黒岩溜池）

＜6/10大規模実証＞

（杵築市年田）

＜5/28 播種機操作研修会＞

（農業大学校

＜6/11 播種研修会＞

（竹田市荻）
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集落営農法人間連携によるセンチピード吹き付け機共同購入の概要

１ 内 容

平成２５年度に、豊後大野市内の集落営農法人が共同でセンチピード吹き付

け播種機を購入することとなった。

これまで２年間、業者に３５０円／㎡の委託料を支払い小面積で実証的に畦

畔緑化に取り組んできたところだが、今後大規模に実施するには播種機を共同

購入し、自らで吹き付け作業を行うことで、低コストで広く普及できると考え

取り組むこととしたもの。

２ 購入機械

センチピードグラス吹き付け機械一式（ステンレス製 ３ＫＬ）

5,880,000円（県 １/3、市 1/3、事業主体 1/3）

３ 補助事業

平成２５年度 集落営農経営強化対策事業（県単事業）

（中山間地域畦畔管理モデル事業）

４ 組 織

賛同法人（１４組織）で構成し、任意組織として出資金を募って運営

する。豊後大野市集落営農法人連絡協議会の下部組織。

５ 組織体制

市集落営農法人連絡協議会

会 長 副会長 地区委員(6地区)

監 事

事務局（JA）

畦畔管理部会

事務局長(会計)

部会長 副部会長 作業部長 副部長 オペレーター

２名

監 事 (２名)

委 員 (参加法人で構成)
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【豊後大野市緒方町 （農）奧嶽での実施経過】

畦畔を除草した後、専用の吹き付け

機で種子（センチピードグラス）を粘

着剤と合わせて畦畔に吹き付け播

種します。

畦畔吹き付け前の除草と、吹き付け後の管理を適正に行えば、播種

１年後には、センチピードグラスが一面を覆います。

②播種技術のポイント

・播種前に除草を徹底する（除草作業のタイミングが重要）

・梅雨期に播種し、高い発芽率を確保する

・吹きつけ作業を専門の業者に委託すると短時間で終了。苗を作り自分で定植する方法も

あります

③播種後管理のポイント

・後から出てくる雑草を除草剤等で除去する

・センチピードグラスが全面を覆った後（播種２年後）は、畦畔草刈りは冬場に１回程度でよい

④経費はどれくらいかかるの？

・業者に播種吹きつけを委託する場合、畦畔面積当で３５０円／㎡程度

・その他、除草剤、枯れ草の焼却費用等が必要です

※中山間地域等直接支払い交付金や農地水保全管理支払い交付金が活用できます

＜６月１６日＞ <７月１５日> <８月１６日>

実施方法等については、

大分県各振興局 農山（漁）村振興部 集落水田班 または大分県農林水産部

集落水田対策室 （097-506-3596）へご相談下さい

【畦畔を楽に管理する技術】 その１

～緑化植物による被覆～
①どんな技術なの？
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③ サル対策について

サル被害防止対策事業

【現状】
○サルの被害額は２８百万円程度で推移している。
○被害は東部（別府）、中部、豊肥、県南地域が多い。

年度 被害額（千円） 捕獲頭数（頭）

H19 30,544 255

H20 29,340 340

H21 26,977 348

H22 27,183 491

H23 26,061 330

H24 27,700 342

【課題】

○生息頭数が不明である。
※他県では目視による調査が行われているが、多大な労力と経費が必要であ

る。

備考

南部、中部地域を中心
に被害が発生

○猟友会により捕獲されているが、被害額は横ばいである。

○銃猟による捕獲は群れを散らし、生息域の拡大を招く恐れがあるため、わな
による捕獲が重要である。

○シカやイノシシで使用されている物理柵での予防対策は難しい。

【対策１】

○サル捕獲方法の検証
【事業内容】

↓

【参考】

サル捕獲わな（津久見市：H24年度改良版）

サル捕獲わな（津久見市：H22年度設置）

宮崎県において、サルの一斉捕獲を実施した
事例を参考に、津久見市で平成22年度に同様
の捕獲わなを設置。しかし、実績があがらず、
24年度にｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰの指導を受け、わなの改良
を実施。

改良点としては、当初サルは壁を伝い上から
侵入することを想定していたが、改良型はサル
の侵入を上下から可能とし、大量捕獲を目指し
たことである。
本年度は宮崎県での捕獲わなの設置状況等を検
証し、現場での反映を図る。

宮崎県では串間市３か所、日南市９か所で設置
しており、18ヶ月で100頭したわなもある。

○シカやイノシシで使用されている物理柵での予防対策は難しい。
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【対策２】
○サル予防対策の実証
【事業内容】

【実施予定箇所】

・中部、南部、北部地域

サルの予防対策として効果が実証されている防護柵（猿落（えんらく））君を現地対策
本部がモデル的に設置し、効果の実証を行い、普及を図る。

現地に設置された「猿落くん」（他県設置事例）

【効果】

○農林業生産者や集落が予防・捕獲対策を実践する意識を醸成できる。

「猿落くん」の側面図

○サル用捕獲わなによる捕獲のノウハウを現地対策本部が取得することで、被害の
多い地域を中心とした被害対策に活用することが出来る。

○防護柵（猿落（えんらく）君）の効果を実証し、予防対策を確立することで、現地対
策本部が他の被害地域に積極的に普及することが出来る。
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【対策３】
○生息・加害レベル調査の実施(案)

加害レベル判定基準

本県のサルの生息状況や集落での加害レベルを把握し、マップ化するなどして有
効な被害対策を検討する基礎資料を整理する。
具体的な進め方については、振興局、市町村と早急に検討する。
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サルの捕獲頭数

100

150

200

250

300
別府市

大分市

臼杵市

津久見市

由布市

佐伯市

豊後大野市

中津市

東部 南部 豊肥 北部

別府市 大分市 臼杵市 津久見市 由布市 佐伯市 豊後大野市 中津市

H21 23 25 26 4 0 263 1 6 348

H22 89 71 31 20 1 276 0 3 491

H23 10 44 47 19 1 201 2 6 330

H24 18 46 29 44 0 189 3 13 342

合計 140 186 133 87 2 929 6 28 1,511

※西部振興局は捕獲実績無し

サル
中部

年計

0

50

H21 H22 H23 H24頭数
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（５）獣肉利活用対策について

①平成２５年度事業計画について
大分狩猟肉文化振興協議会に下記の事業を委託し、狩猟肉利活用拡大推進事業を実施

する。

(ア)衛生強化研修会の開催

県内の既存の処理施設は２３軒あるが、その技術や衛生管理レベル、捕獲～精肉の手

法は、各施設ばらつきがある。県内で捕獲される捕獲個体の有効活用率を上げていくた

めに、県内各地にある既存施設の技術力の向上及び処理水準の均一化を図るため、捕獲

者、処理業者等を対象に衛生管理・品質管理・トレーサビリティーなどについて専門の

講師を招き研修会を開催する。

(イ)おおいた狩猟肉フェアーの開催

県内の観光地及び都市部(大分市内及び東京都内)の旅館・飲食店にて、一定の期間を

設定し、「おおいた狩猟肉フェアー」として、狩猟肉料理の提供を実施してもらう。

開催期間：1 ヶ月程度(秋以降)

上記フェアーの開催に合わせ、県内及び全国に向けた PR 等を目的としたイベントを

開催する。

②販路拡大・消費拡大の取組について
(ア)(株)大分地域資源振興機構の取組

平成 24 年 8 月から(株)大分地域資源振興機構を中心に首都圏等への販路拡大に取り組

んでいる。現状では 150kg/月程度を首都圏向けに出荷している。今後、新たな販路開拓

のため、商社・飲食店等と協議する。

研修内容

◆狩猟肉の品質管理等について

精肉の仕様、パッキング、保存方法、トレーサビリティーなど

講師：(株)豊国畜産 西郡氏

対象：処理業者、流通業者

◆捕獲から内臓出しまでの一次処理
捕獲、止めさし、血抜き、内蔵出しの方法など

講師：未定

対象：狩猟者

◆精肉生産方法および衛生管理
血抜き、内蔵出し、皮剥、解体、精肉など、施設管理方法

講師：東京家政大学 森田教授、清水 将氏

対象：処理業者

処理施設
および研
修セン
ター

第1回
7月

第3回
9月

場所研修日程

第2回
8月
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(イ)大分狩猟肉文化振興協議会の取組

平成 25 年 1 月に設立された大分狩猟肉文化振興協議会(狩文協)により生産～流通のネ

ットワークの強化を図り、品質の向上、産地の取引信用性の向上を図る。

7 月 25 日(木)に総会を開催予定。

(ウ)包括協定締結先に対する新規協働提案

コンビニエンスチェーンなどに対し、大分狩猟肉を用いた商品化提案を行い、今後の

商品展開等について協議する。

(エ)その他

学校給食調理場長会議や県農林水産際など県産農産物の情報提供の場で県産ジビエの

PR を行い、認知度の向上を図る。

③狩猟肉の商品化の事例について ～亀の井別荘「皮付き猪肉角煮」～

由布市湯布院町の旅館「亀の井別荘」で土産物として皮付き猪肉角煮の販売を開始し

た。
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（６） 世界農業遺産関連対策について

（１） 世界農業遺産について（別紙資料）

（２） 捕獲対策

① 生息密度調査の実績

・国東半島・宇佐地域では、平成２３年春に４６カ所で調査を実施し、

密度分布図を作成

・その後、平成２４年３月、平成２５年３月にそれぞれ１１カ所でモ

ニタリング調査（経過調査）を実施

・平成２３年に分布密度調査を実施して以来２年が経過し、密度分布

の変化が想定されることから、平成２５年度内に１１０カ所程度の

調査を実施したい。（案）（図－１））

② 猟友会による捕獲強化

・国東半島の各市町猟友会による捕獲強化策として、一斉捕獲を検討。

○国東市・杵築市について

６月３０日：猟友会が一斉捕獲を実施（実績別紙）

・豊後高田市も捕獲強化に向け調整（７月中に打合せ予定）

（３） 研究対策

①県農林水産研究指導センター林業研究部：

「クヌギ萌芽更新におけるシカ被害防除技術に関する研究」(別紙)

・研究成果を活用し、平成２５年度中にマニュアルを作成し、配布

する予定。

②独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構によるシカ行動特性

の研究

・(独)農研機構 近畿中国四国農業研究センターが「シカの行動特性

に基づいたクヌギ萌芽被害防止」について、試験研究を行う方向で

調整中

内容 ・センサーカメラによるシカの行動把握と分析
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６．国東半島宇佐の農林水産循環アクションプラン（クヌギ林が育む物質循環システム）（抄）

アクションプラン名

目標 ・有害鳥獣による被害の拡大を防止する。

現状と課題 この地域の水田・畑・クヌギ・ヒノキは、シカやイノシシによる食害等の被害の拡大が懸念されている。

【取組内容】 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

②生物多様性の保全と維持〔追加〕

環境保全を維持するための共同活動の推進

GIAHS プロジェクトアクションプラン（案）

鳥獣被害対策の推進
・シカの生息密度分布調査等を行い、生息状況に応じた効果的な捕獲対策に取り組むと共に、研究機関と連
携した効果的な被害防止対策を推進する。
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お 知 ら せ

平成２５年６月２６日

大分県東部振興局

イノシシ・シカの杵築市・国東市一斉捕獲について

県では、平成２３年度からイノシシ・シカの県下一斉捕獲を実施しています。

こうした中、本年５月３０日、「クヌギ林とため池がつなぐ 国東半島・宇佐

の農林水産循環」が世界農業遺産に認定され、クヌギ林をはじめとする森林や

農地をシカやイノシシ被害から守る取組の一つとして、国東半島でもシカ被害

が多い杵築市と国東市の猟友会が一斉捕獲を実施します。

２市合同での一斉捕獲は今回が初めての取組です。

特に、杵築市では、下記のとおり出猟式を開催しますのでお知らせします。

記

１ 実施日

平成 2５年６月３０日（日）６：30～

※杵築市の有害捕獲班の出猟式

・日時：平成 2５年６月３０日（日）６：30～

・場所：杵築市大田庁舎 駐車場

・参加者：杵築市６班 約３０名出猟予定

2 実施場所

杵築市・国東市一円

3 実施方法

杵築市・国東市の有害鳥獣捕獲許可の範囲で、猟友会員で構成する有害鳥

獣捕獲班が出猟

４ 留意事項

捕獲行為は山野で行い、通常、人が行動する市街地、人家近く、道路や農

耕地等では行いません。

山野に入る場合は十分注意くださいますようお願いします。

問い合わせ先

大分県東部振興局農山漁村振興部

森林管理班 担当 千股、栗林

ＴＥＬ ０９７８－７２－０１５６
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イノシシ シカ 計

杵築市 11 2 13 6 49

国東市 2 8 10 7 37

杵築市・国東市一斉捕獲速報（H25年6月30日実施)

市町村

捕獲数
出動班数
（捕獲班

数）

参加者数
（捕獲班

員）
備考

25.7.1現在

単位：頭、人

・世界農業遺産に認定されたことから、クヌギを保全するため、はじめて
二市の猟友会が合同捕獲を行った。

・当日は、小雨にも係わらず、８６名の捕獲班員の参加があった。

計 13 10 23 13 86
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大分県鳥獣被害対策本部設置要綱

（設置）

第１条 農林産物等への被害軽減及び地域の被害対策を実施するため、⼤分県⿃獣被害対策本部（以

下「対策本部」という。）を設置する。

（所掌事務）

第2条 対策本部は、次の事項を所掌する。

（１）被害防止対策の推進に関すること。

（２）捕獲対策の推進に関すること。

（３）情報の収集、提供に関すること。

（４）その他対策本部の設置目的を達成するために必要なこと。

（対策本部）

第3条 対策本部は、本部⻑、副本部⻑及び別表第１に掲げる職にあるものをもって構成する。

２ 本部⻑は、副知事をもって充て、対策本部を総理する。

３ 副本部⻑は、農林⽔産部⻑をもって充て、本部⻑を補佐し、本部⻑に事故あるときはその職務を

代理する。

（幹事会）

第4条 対策本部に、対策本部の付議事項について協議するため、幹事会を置く。

２ 幹事⻑は、農林⽔産部審議監（林政⽔産担当）をもって充て、幹事会は、別表第２に掲げる職に

あるものをもって構成する。

（会議の招集等）

第5条 対策本部の会議は、必要に応じ、本部⻑が招集し、本部⻑が議⻑となる。

２ 幹事会は、必要に応じ、幹事⻑が招集し、幹事⻑が議⻑となる。

３ １，２項に規定する会議には、議⻑が必要に応じて構成員以外の者の出席を求めることができる。

（事務局）

第６条 対策本部の事務局は、農林⽔産部森との共⽣推進室に置く。

（現地対策本部）

第７条 振興局に鳥獣被害現地対策本部（以下「現地対策本部」という。）を設置する。

２ 現地対策本部⻑は振興局⻑をもって充て、現地対策本部を総理する。

３ 現地対策副本部⻑は、農⼭（漁）村振興部⻑をもって充て、現地対策本部⻑を補佐し、本部⻑に

事故あるときはその職務を代理する。

４ 現地対策本部の構成員は、振興局⻑が管内機関、団体から指名する。

５ 現地対策本部の事務局は、農⼭（漁）村振興部森林管理班に置く。

６ 現地対策本部⻑は、現地の被害対策のために⿃獣被害現地対策会議を開催し、⽬的達成のために

現地の状況に応じて現地対応プロジェクトチームを組織し、被害対策を⾏う。

（雑則）

第８条 この要綱に定めるもののほか、対策本部の運営に関し必要な事項は、本部⻑が別に定める。
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附則

この要綱は、平成２３年８⽉１⽇から施⾏する。

この要綱は、平成２４年４⽉２⽇から施⾏する。

別表第１（第３条関係）

農林⽔産部 審議監（農政担当・林政⽔産担当）
観光・地域局 局⻑

生活環境部 審議監

土木建築部 審議監（技術企画担当）

各振興局⻑

農林⽔産研究指導センター⻑

⼤分森林管理署⻑

市町村代表

⼤分県猟友会 会⻑

⼤分県農業会議 会⻑

⼤分県農業協同組合中央会 会⻑

⼤分県農業共済組合連合会 会⻑理事

⼤分県森林組合連合会 代表理事会⻑

アドバイザー

別表第２（第４条関係）

農林⽔産部 団体指導・⾦融課⻑

研究普及課⻑

農⼭漁村・担い⼿⽀援課⻑

集落・⽔⽥対策室⻑

園芸振興室⻑

家畜衛⽣飼料室⻑

農村基盤整備課⻑

林産振興室⻑

森林整備室⻑

森との共⽣推進室⻑

観光・地域局 集落応援室⻑

⽣活環境部 ⽣活環境企画課⻑

⾷品安全・衛⽣課⻑

⼟⽊建築部 道路保全整備室⻑

河川課⻑

各振興局 農⼭（漁）村振興部⻑

農林⽔産研究指導センター 研究企画監

⼤分森林管理署⻑

市町村代表

⼤分県猟友会 事務局⻑

⼤分県農業会議 事務局⻑

⼤分県農業協同組合中央会 専務理事

大分県農業共済組合連合会 参事

⼤分県森林組合連合会 代表専務理事

アドバイザー
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鳥獣被害対策に関する部分

1 本部長 副知事 小風　 茂 1 農林水産部審議監（林政担当） 川村　 晃 （幹事長）

2 団体指導・金融課長 矢田　啓治 鳥獣被害対策の農林水産金融に関すること

3 研究普及課長 板井 　隆 鳥獣被害対策の技術指導に関すること

4 農山漁村・担い手支援課長 西鶴　昌史 農業生産組織等への被害対策の啓発、普及

5 集落・水田対策室長 高山　裕章
水田農業の被害対策に関すること

集落環境対策に関すること

6 園芸振興室長 渡邊　淳二 園芸作物・果樹等の被害対策に関すること

7 畜産技術室 天野　洋史 飼料作物の管理及び被害対策に関すること

8 農村基盤整備課長 石井　 敏 防護柵設置等、農業基盤の整備に関すること

9 林産振興室長 近藤　孝昌 林産物の被害対策に関すること

3 審議監（農政担当） 力德　昌史 10 森林整備室長 峯崎　信介 森林の被害対策に関すること

4 審議監（林政担当） 川村　 晃 11 森との共生推進室長 三ケ田　雅敏 鳥獣被害対策に関すること

5 農林水産研究指導センター長 金塚　秀夫 12 農林水産研究指導センター 研究企画監 佐藤　 如 鳥獣被害対策の技術開発及び普及に関すること

14 生活環境企画課長 宮崎　淳一 特定外来生物（ｱﾗｲｸﾞﾏ等）の被害対策に関すること

15 食品安全・衛生課長 河野　昭二 獣肉（ジビエ）の加工、流通等の食品衛生に関すること

16 道路保全整備室長 亀井　敏和 防護柵設置等にかかる「道路法」に関すること

17 河川課長 菖蒲　明久 防護柵設置等にかかる「河川法」に関すること

9 東部振興局長 小川　 浩 18 農山漁村振興部長 吉松　英明

10 中部振興局長 日高　雅近 19 農山漁村振興部長 近藤　吉和

11 南部振興局長 山田　英治 20 農山漁村振興部長 坂本　 進

12 豊肥振興局長 土谷　晴美 21 農山村振興部長 小野　洋介

13 西部振興局長 滝口　定義 22 農山村振興部長 藤本　 浩 

14 北部振興局長 草野　俊介 23 農山漁村振興部長 森本 　亨

15 大分森林管理署長 小原　 正人 24 大分森林管理署 地域林政調整官 楠本　哲也 国有林の被害対策等に関すること

16 市長会代表 佐伯市副市長 井上  　勇  25 佐伯市農林水産部長 森　三千年 市の被害対策に関すること

17 町村長会代表 九重町長 坂本　和昭 26 九重町農林課長 湯浅　光彦 町村の被害対策に関すること

18 大分県猟友会 会長 冨田　能範 27 大分県猟友会 事務局長 安藤　英行 有害鳥獣の捕獲対策に関すること

19 大分県農業会議　会長 井上　清志 28 大分県農業会議　事務局長 中西　信博 耕作放棄地対策に関すること

20 大分県農業協同組合中央会 会長 佐藤　 洋 29 大分県農業協同組合中央会 専務理事 佐藤　清一 農作物被害の情報収集及び被害対策

21 大分県農業共済組合連合会 会長理事 日野  立明 30 大分県農業共済組合連合会 参事 川野　峰志 農業共済事業に係る鳥獣被害の情報収集及び被害対策

22 大分県森林組合連合会 代表理事会長 岩﨑　泰也 31 大分県森林組合連合会 代表専務理事 高橋　和博 森林・林業被害の情報収集及び被害対策

23 アドバイザー（動物生態学） 足立　高行 32 アドバイザー（動物生態学） 足立　高行 野生鳥獣被害対策に関する助言

24 アドバイザー（九州農政局 生産部次長） 坂本　雅司 33 アドバイザー（九州農政局 生産部次長） 坂本　雅司 広域対策に関する助言

平成25年7月1日

現地被害対策本部に関すること

観光・地域局集落応援室長 細川　浩明
小規模集落対策に関すること

地域振興のための獣肉（ジビエ）に関すること

7 生活環境部審議監 小嶋　浩久

本部員

6 観光・地域局長 森竹  嗣夫 13

8 土木建築部審議監 森本　倫弘

平成25年度大分県鳥獣被害対策本部・構成

本部員 幹　事

2 副本部長 農林水産部長 工藤　利明
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